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長く安心して利用できる
国産の農業ドローン

2022

全ては、
⾧く、

安心して
ご利用いただくために
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導入費内訳 数量 単価 計

AC101基本セット
本体,液剤タンク,バッテリー1本,チャージャー,プロポ

1 2,500,000円 2,500,000円

バッテリー 2 125,000円 250,000円

粒剤散布装置 1 220,000円 220,000円

スクール初心者講習 1 220,000円 220,000円

合計 ー ー

3,190,000円

補助ありの場合

1,485,000円

■導入時に必要な事項
 スクールの受講

3名でご受講いただくとインストラクターが伺いますので、お近くで受講可能です。
 飛行許可申請、機体登録

弊社および代理店で代行することが可能ですので、ご自身での申請が不要です!

導入時に必要な事項とコスト

■概算金額（全て税抜）

半額補助

運用費内訳 数量 単価 計

飛行申請代行登録料 1 19,800円 19,800円

機体登録代行登録料(国交省手数料含む) 1 17,400円 17,400円

定期点検 1 100,000円 100,000円

賠償責任保険料（対人・対物） 1 5,890円 5,890円

動産総合保険料（機体保険） 1 191,460円 191,460円

合計 ー ー 332,150円

〆切10/31
面倒な申請はNTT
が全面支援します

全額補助金
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どなたでも操縦しやすい、
アシスト機能を送信機（プロポ）のスイッチ一つで操作

ドローンの事故が多い離着陸時にボタ
ン操作一つで離着陸。初心者の方で
も安心して離着陸が可能です。

センサーが高度を検知し、高度の維持
を補助。安定した高度での飛行が可
能です。
センサーが進行方向を検知し、直進の
維持（機首を固定）を補助。奥行き
のある圃場においても安定してムラなく
散布することが可能です。

飛行開始や飛行速度に応じて散布量
を自動的に調節。圃場の端で散布を
一時停止したり、低速で飛行させ慎重
に散布する際に、散布漏れや撒きすぎ
を防止します。

簡単に、安心して離着陸
離着陸アシスト機能

繊細なステック操作不要
高度アシスト機能

速度にあわせムラなく散布
散布アシスト機能

四角形の圃場なら、畦に沿った1本目
以外は横移動含めて自動で散布。上
記アシスト機能を使えば、畦に沿った散
布も安心です。

ほぼ自動散布
ＡＢモード機能

直進アシスト機能
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狭い圃場を丁寧に散布する時や、人
や車が近づいて来た時のホバリング時
間も考慮した飛行時間を確保。
バッテリー1本の散布面積が広くなるた
め、バッテリーの購入本数を抑制します。

適期散布と農業従事者の減少トレンド
をふまえて誰もが簡単に使えるドローンと
して、軽さとコンパクトにこだわった開発

散布する日付や場所が変わっても、そ
の度に大変なコンパスキャリブレーション
が不要。安価なドローンのなかには、頻
繁に必要となるドローンもあります。

余裕を生む
最大2.5ha散布可能/
バッテリー

女性一人でも取り回し可能
軽量＆コンパクトな機体

飛行前の手間を軽減
コンパスキャリブレーション
原則不要

4枚プロペラ、プロペラ間に散布ノズルを
配置しているためスムーズなダウンウォッ
シュを実現することで、散布した液剤汚
れが驚くほど少ない機体。
余計な凹凸のないデザインのためお掃
除が簡単です。

簡単お手入れ
清掃しやすいデザイン

日本の圃場に合わせた、
圧倒的な飛行時間と効率的な準備と整備が可能な機体
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全ては、⾧く、安心してご利用いただくために
安心のサポート体制と補助金も考慮したサポート期間

スクール・整備が可能な販売代理店が各地域でサポートします。
最寄りの拠点は以下からお探しいただけます。
https://www.nttedt.co.jp/agency/all

全ては、⾧く、安心してご利用いただくために。
 シンプル＆サポートを重視

AC101は農機具と定義し、農家の方々が⾧く安
心して使えるアフターサポートを提供。
法定耐用年数（7年）以上の利用を要件にして
いる補助金が多いので、7年のサポートが保証され
ていれば、審査時はもちろん導入後7年間の監査
等の際に安心です。

購入してから7年のサポートを
メーカーが保証している

国内で唯一のドローンです。
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アクセシブルデザイン包装賞

SDGsの観点及び持続可能な社会の実現にむけて、
リデュース・リユース・リサイクルにより社会的責任を果たします

機体
下取り

（今後開始予定）

機体以外も
軽量・コンパクト

バッテリー
回収＆リサイクル

 自治体やユーザが処分にお困りのバッテリーを回収

 当社にてリサイクルを実施

 不要になった機体の下取りを検討中

 機体のリハビッシュや、再利用可能なリユースを実施
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特⾧
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詳しくは

公式ホームページ
www.nttedt.co.jp

公式プロモ―ションサイト
e-drone.tech

公式Twitter
@NTTdrone

お問い合わせ
contact@nttedt.co.jp


